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令和７年度徳島県入札監視委員会第１回審査部会 審議概要 
 

 
開催日時 

 
 令和７年７月２２日（火）定例会議後から午後４時３０分 

 
開催場所 

 
 徳島県庁 ８階 ８０２会議室 

 
出 席 者 

 

 

 

 

 
委員会 竹中委員長、鈴木副委員長、池添委員、大下委員、西村委員 

徳島県 小津県土整備部副部長、鈴木農林水産部副部長、 

    谷川建設管理課長、多田副課長、吉田公共入札検査課担当課長、 

中原農山漁村振興課長、住友課長補佐、関係各課職員 

 

 
審議対象期間 

 
  令和６年１２月１日 ～ 令和７年５月３１日 

 
審 議 案 件 

 

 

 

 
一般競争入札 
指名競争入札 
随意契約 

 
   １０件 
       件 
        件 

 
合  計 

 
    １０件 

【議 事】 
 

委    員 
 

徳  島  県 
 

 
審議１〈一般競争入札〉Ｒ６阿土 福井椿泊加茂前線 阿南・椿 道路改良工事（３） 

（担い手確保型） 
                             南部総合県民局県土整備局＜阿南＞ 

 
◇１者の理由はなにか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◇入札実績又は指名実績の要件が、案件毎で年数

が異なるがなぜか。 
 

 

 

 

 
◆施工箇所が阿南市中心部から離れており、海と山
に挟まれた狭小な地形での施行であること、近く
の漁港への通行車両も多く関係者、地元住民との
調整が必要であることから、地元以外の建設業者
から敬遠されたと思われる。また、応札者のうち
本案件は、低入札価格調査制度を適用しており、
入札時に低入札価格調査基準価格を下回った場合
に、低入札調査辞退届を提出していたため、入札
の結果、低入札となっていたため、失格とした。 

 
 
◆要件については、各発注機関の建設工事審査委員
会において審査しており、最大入札参加者数が一
定数以上となるよう前年度に入札参加していない
場合、さらに２年遡ることとしている。 

 

 

 



 
審議２〈一般競争入札〉Ｒ６那土 那賀川・南川工区他（川口橋） 那賀・和食 道路工事（３） 

（担い手確保型） 
南部総合県民局県土整備部＜那賀＞ 

 

◇本案件は第３分割だが、１、２分割は違う業者

が落札したのか。 

 
◇地域要件で那賀庁舎管内の中で、地域精通度を
適用しているが地区割りはどうなっているのか。
地区割りで業者はちらばっているのか。 
  
 

 

◆１分割は同じ業者が落札、２分割は別の業者が 
落札している。 

 
◆那賀郡の旧町村単位で地区分けしており、鷲敷、
相生、上那賀、木沢、木頭の５地区となっている。
業者は地区ごとにばらついている。 

 

 
審議３〈一般競争入札〉Ｒ６徳土 鳴門公園線（小鳴門橋） 鳴・撫養大桑島 橋梁修繕工事 
           （担い手確保型） 

東部県土整備局＜徳島＞ 

 
◇企業実績で県内企業と県外企業で入札実績の
年度が違うがなぜ。県内の年度をもう少し遡れば
県内業者の数も増えるのではないか。 
 
 
 
 
◇県内５者だが、地域精通度で１５点付くところ

はどこか。 
 

 

 
◆過去の発注の実績によって、業者が最大に参加で
きるように配慮した結果による。県内の業者は変わ
らず５者。県外の業者の入札参加を増やしたいが、
近年県の橋梁上部工工事の入札に参加していない
ため、１６者を確保しようと県外業者の方が実績を
遡っている。 

 
◆５者とも点数が付く。県内業者と県外業者を分け
るため、評価項目としている。地域精通度は、県内
と県外の業者が入る入札を前提に、県内業者が優先
となるよう設けているもの。 

 

 
審議４〈一般競争入札〉Ｒ６徳土 徳島津田インター線 徳・津田海岸 道路改良工事（４） 

（担い手確保型）（任意着手型） 
道路整備課 

 

◇ＪＶの想定最大入札参加可能業者数はどのよ

うな考えで設定したのか。 
 
 
 
◇順位の１位と２位の点数差について、「簡易な
施工計画」の評価で違いが出ているが、どのよう
な違いがあったのか。 
 
 
 
 

 
◆「代表以外の構成員」に成り得る業者数が、「代
表者」との最大組合せ数となるため、特Ａ級８者、
Ａ級９者の計１７者。 
 
 
 
◆評価項目としている内容に対して、１位の業者の

方が発注者の意図を汲んだ提案を行っているため、

高く評価している。 

 



 
審議５〈一般競争入札〉Ｒ６三土 国道４３９号 三・東祖谷落合鎖谷 擁壁工事（２） 

（担い手確保型） 
西部総合県民局県土整備部＜三好＞ 

 
◇１分割の工事金額はいくらか。落札率はいくら
か。 

 
◇前回工事と当案件をまとめて発注することで
入札者が増えることはあり得るのか。 
 

 

◆約４千万円、９８．８％。 
 
 
◆発注金額を大きくすることで、想定業者の対象と
なる地区の範囲は広がるが、山間部で冬期は凍結し
て作業効率が悪く、現状近い業者が入札する傾向と
なっている。 
 

 
審議６〈一般競争入札〉Ｒ６吉耕 ため池 古志田池 堤体２工事（担い手確保型） 

東部農林水産局＜吉野川＞ 

 
◇１者の理由はなにか。 
 

 

 
◆今回の工事は、ため池の築堤の土工事が主で天候
に左右されやすく地山部分の基礎処理や遮水部分の
入念な施工など、高い技術が求められることから、
敬遠されたと思われる。 
 

 
審議７〈一般競争入札〉Ｒ７吉耕 基幹 忌部６期 橋台工事（担い手確保型） 

東部農林水産局＜吉野川＞ 

 
◇１者の理由はなにか。 
 
 
 
 
 
 
 
◇評価項目の配置技術者の点数が低いのはなぜ。 
 
 
 
 

 
◆工事箇所が、ＪＲ徳島線より南の北斜面に位置し
工事用進入路として使用する市道の幅員が狭いこ
と、ＪＲ徳島線との平面交差箇所を越えなければな
らないこと、河川区域内の工事であり出水期への対
応が必要なことなどが要因で、敬遠されたと思われ
る。 
 
 
◆当案件は、２級土木施工管理技士も配置技術者と
して認めており、今回は、施工実績のない２級土木
施工管理技士を配置技術者として提出があったた
め、点数が低い。 
 

 
審議８〈一般競争入札〉Ｒ７警営 徳島県警察本部 徳・万代２ 給排水衛生設備改修工事建築 

（担い手確保型） 
警察本部会計課 

 

◇１者の理由はなにか。 
 
 

 
◆工期が２カ年に跨がるため、配置技術者の確保の
観点から敬遠されたのではないかと思われる。また
建築工事、電気工事、管工事に分割して発注したた



 
 
 
 
 
 
 
 
◇地域精通度を適用している地区はどこか。 
 
 
◇落札業者はどこの地区なのか。 
 
 

め、各工種が入り乱れての施工となること、施工箇
所の警察本部は、通信指令課、交通管制センター、
刑事部門等の部署があり、一般行政施設と異なり、
２４時間稼働している施設で、急な現場制限が発生
することもあり得るため敬遠されたのではないかと
思われる。 
 
 
◆徳島市、小松島市、勝浦町、上勝町、佐那河内村、
神山町、北島町、藍住町となる。 
 

◆徳島市。 
 

 
審議９〈一般競争入札〉徳島県立国府支援学校体育館棟新築工事のうち建築工事 

営繕課 

 
◇想定入札可能業者ＪＶ２０者の理由は。 
 

 

 

 
◆３０％を出資すると、２億円を超えてしまう。 
Ａ級業者が構成員になる場合は、「特Ａ＋Ａ＋Ａ」又
は「特Ａ＋特Ａ＋Ａ」の３構成員の場合しかない。 
 

 

 

審議１０〈一般競争入札〉Ｒ６阿土 橘港（大潟地区） 阿南・津乃峰 －５．５ｍ岸壁工事 
（担い手確保型） 

南部総合県民局県土整備部＜阿南＞ 

 
◇特になし 

 

 

 
 

 

 

 

総括 

◇できるだけ１者入札を避ける制度設計をしてほしい。 

 

 


